























































































































子の 5 年であるのに対して 4 年であったこと、その教育内容が著しく低くおかれ
たことである（修業年限は後に 5 年に統一される）。同じ 1901（明治 34）年の高
等女学校令施行規則と中学校令施行規則を比較したとき、週当たりの授業時間数
は、たとえば外国語は、中学校の方は必修科目として 7 時間設定されている（5
年生のみ 6 時間）のに対して、高等女学校は随意科目として 3 時間の設定にとど
















にはいっても、1940（昭和 15）年において、普通科だけで 10.2% であり、実科
を含めても 13.5％であった。
6 にもかかわらず、新しい時代における新しい女子教育の模索がなされていたの










いった (6)。女子については、同様に、五年制の成城高等女学校が 1927（昭和 2）
年に設立された。









































































































































































































































































































　1950（昭和 25）年 3 月に、この年の卒業生を最後に成城高等女学校は完全に
幕を閉じることとなった。そしてその 5 月に新制高校の新校舎が完成し、新制中
学校ですでに男女共学となっていた学年が入ってきたので、この段階で男女共学
が実現した。ただし女子のみのクラスが 2 クラスあり、そのクラス（皐月 A 組
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